
 

 

 

刈羽村との自然災害時における避難所支援に関する協定締結について 

 

2025年 12月 9日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

当社は、新潟県の安全・安心な暮らしの実現に貢献するため、自然災害時に、  

PAZ・UPZ※圏内の自治体が設置する避難所に対し、生活に不可欠な仮設トイレ等の  

資機材の設営から撤去まで、ワンストップで支援する体制の整備について公表してお

ります。 

                                         （2025年 6月 23日お知らせ済み） 

 

その後、自治体のご意見やニーズをお伺いしながら準備を進めてきた結果、本日、

刈羽村と「自然災害時における避難所支援に関する協定」を締結いたしました。 

今回、PAZ・UPZ圏内の自治体で刈羽村が初めての締結となります。 

 

避難所支援は、本協定に基づき 2026年 1月より運用を開始します。 

刈羽村からのご要請に応じ、速やかに避難所への資機材の手配を行うとともに、 

避難所へ当社社員を派遣し、自治体職員や避難されてくる地域の皆さまのご負担を 

少しでも軽減に寄与できるよう、社員の応動訓練などの環境整備に努めてまいります。 

 

 当社は、新潟県に根差す企業として、このような取り組みを通じて、地域の皆さま

の安全・安心な暮らしの実現に貢献してまいります。 

 

※ 原子力災害対策重点区域 

   PAZ：柏崎刈羽原子力発電所から半径概ね 5km圏内 

   UPZ：柏崎刈羽原子力発電所から半径概ね 5～30km圏内 

 

以 上 

https://www.tepco.co.jp/press/news/2025/pdf/250623j0101.pdf

